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交通外傷における救急隊の現場滞在時間に関連する要因とその地域差についての検討 
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Fukushima 
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論文審査の要旨 

 

本研究は、救急隊の現場滞在時間を構成する要因について分析し、これが交通事故患者

の予後改善に貢献し得るかどうかを検討したものである。交通外傷 19,141 症例を対象と

して解析した結果、 救急隊の病院照会回数が現場滞在時間を構成する最大の要因であ

った。また高リスク受傷機転も影響していた。休日、夜間、高齢も現場時間の延長と関

連していたが、その影響は小さかった。また JCS 30 以上の場合は現場滞在時間が約 2 分

短縮していた。医療圏毎の地域間の差は最大 2 分間認められた。これらを考慮した救急

活動は交通事故患者の転帰の改善に貢献しうることを説明したものである。 

公聴会では、日本全国的にはこのような統計データはあるのかという質問に対して、大

阪では同様のシステムが稼働しているが、国レベルではないのではという回答であった。

また、滞在時間が長いのは選択肢が多くなるからではないかとの質問に対しては、それ

も大きな理由の 1 つであるとの回答であった。 

本研究の結果は紹介システムをより良いものにすれば、現場滞在時間を大幅に短縮させ

ることができる可能性を示す有用なものであり、今後本領域のさらなる発展に寄与する

ものと評価され、公聴会における質疑も適切であり参考論文と合わせて学位を授与する

に相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに救急病態機能制御医学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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